
妻

p

・一

宇

、
.実

直
四
隼
究
月
二
雫

一
日
第
三
裡
口
低
鞠
露
可

〔
鯵
月

一
岡

噂
目
型
付

ワ

(蕊

轄

載
)

曾學濟纏學姻 儲隙

叢論灘
號5ミ 節 巻漏十属第

行 壷 口 一 月 三 年:六 和 昭

払珊

…叢

所
得
税

の
不
公
準

・

利

子

の

形

成

に

つ

い

て

…

:

・
・

数
學
的
経
濟
學
の
論
理
的
構
造
の
批
判

・

鏡

苑

正

撚
小
相

楓
吻
と
期
、米

相

惧
甥
と
の
黒
八勲

閥
脚
係

・

金

爲

替

…準
備

に

就

い

て

・

ア

メ

リ

カ

経

濟

の
登

達

と
移

民

の
清

長

・
・

猫

逸

艸
工

業

金

融

磯
醐
観
H
5
9

。。三

霧
9

葺

・

雑

録

幕
末

の
株
仲
間

再
興
是
非

・
・
・
…

明
治
初
年

に
於
け
る
侍
階
級
の
騒
擾

・

奮

派

統

計

學

の

一
著

作

・
・
・
・
…

日

本

都

市

年

鑑

を

讀

む

・
・
・
・
…

附

鋒

新
着
外
國
経
済
雑
誌
主
要
論
題

女 文 法
學 學 畢

博 博 博

士 士 士

米 商 紳

田 田戸

庄

太 保 正

郎 馬 雌

紐 纏 縫 樫

済 済 潸 潸
學 學 學 畢

士 士 上 士

楠 堀 松 谷

見 江 岡 口

一 保孝 吉

正 藏 児彦

纒 経 縛 縄

輩 濟 蒙 蒙
博 學 博 博
士 士 上 士

汐蜷 黒本

庄見川正

榮
三虎 治

耶三巖 郎



ア
メ
リ

カ
経
済

の
婁
　達
と
移
.民

の
消

長

第
三
十
二
巻

五
三
〇

筆
〃
=
一號

・九

山
ハ

ア
メ
リ
カ
維
濟
一の
襲

達

ミ
移
民

の
清
長

堀

江

保

藏

剛
、

序

欝

移
民

な

る
語

は
今

日
普

.通
、
国
際
移

民

の
義

に
用

ひ
ら

れ
て
る
る
。
移
民
現
.象

は
、
経
済
的

・
阯
會

的

・
政
治

的

・
宗

敏

的
等
諸

々

の
原

因

に
よ

っ
て
生
す

る
の
で
あ

っ
て

.
此
等

の
事
情

に
し

て
国
際

間

に
不
均
衡

の
存
す

る

場

合
、
比
較

的
歴
迫

の
重

い
國

よ
り
軽

い
國

へ
移
住

が
行

は
れ

る
の
を
見

る
。
其
内
最

も
有
力

な

の
は
経
済

的
原

因

で
あ

ら
う
。
即

ち
或
國

に
於

て
は
産

業
が
行
詰

に
逢
着

し
て
増
加

人

口
を
吸
牧

す

る
除
地
少

き

に
拘

ら
す
、
他

國

に
放

て
は
産
業

が
登
展

の
途

上

に
あ

り

、
而
も
自
國

人

口
の
自
然
増
加

の
み

に
よ

っ
て
は
必
要
な

る
螢
働
力
を

得

る
こ
と
能

は
ざ
る

が
如

き
場
合

に
、
最
も
顕
著
な

る
移
民
現
象
が
起

る
や
う

に
思

は
れ

る
。

更

に
移

民
現
象

の
効

果
を
経
濟
的

に
見

れ
ば

、
逸

民
國

に
射
し

て
は
、
失
業
人

口
の
緩
和

に
役
立

ち
、
製

品

の

受
民
国

へ
の
輸
出
を
増

し
、
移

民
の
途

金

に
よ

っ
て
貿

易
外
受
取
勘

定
を
有

利
な
ら

し
む

る
等

種

々
の
利
益

が
あ

「

り
、
受
民
國

に
謝

し
て
は
、
各
種
産
業

の
登
達

に
必
要

な

る
労

働
力

を
給

し
、
又
滑
費

老
師
ち
購
買
力

の
増
加

と

な

っ
て
生
産

を
刺
激

す

る
等

の
利
益

が
あ

る
。

さ
れ
ば
各
国
間

に
経
濟
状
態

の
不
均
衡
が
存
続

す

る
限
り
移
民

現
象

は
繊
績

す

る
も
の
と
考

へ
ら

る
べ
く
、
宗
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ア

メ
リ
カ
経
濟

の
登
達

と
移
民

の
消

長

激
的

.
人
種

的
其
他

の
理
由

に
基

く
移

民

の
制
限
乃

至
禁
止

は
、
か

、
る
経
濟

状
態

の
不
均
衡

が
著

し
く

緩
和

さ
れ
た
場
合
初
め

て
意

義
を
持

つ
で
あ
ら
弘
。

過
去

一
世
紀

に
亘

る
米
國
移

民

の
現
象
は

か

》
る
見

解

の

一
例
を

供
す

る
が
如

く
に
思

は
れ

る
。
以
下
特

に
欧
洲
諸
國

よ
り
の
米
國
移

民

の
消
長
を
見

よ
う
。

二
、
米
國
移
民
と
歓
洲
諸
國
の
凄
情

近
世
國
家

の
成
立
以
後
最

も
著
大

な

る
移

民
現
象
}

は
、
欧
洲
諸
國

民

の
米
國
移
住

に
於

て
見
ら

れ
る
。

米
國
自
身

既

に
欧

洲
の
移

住
民

に
よ

つ
て
成

立

し
た

國
で
あ
る
が
、
濁
立
後
其
特
殊
な
経
濟
事
情
ー

領

土

の
激
増

.
天
然
資
源

の
豊
富
-1

人
種

的

・
宗
…敏

的

・
政
治
的
事
情

よ
り
し

て
更

に
大

な

る
移

民
を
吸

牧

し
た
。
國

初
敷
十
年
間

は
移

民

に
關
す

る
統
計
を

鉄

き
、
僅

か

に

一
七
八
九
年

よ
り

一
八

二
〇
年

に
至

る
三
十
鯨

年
間

の
移
民
を
約

二
三
四
、
○
○
○
人
と

第
三
十
二
巻

五
三
一

第
三
號

九
七



ア
メ
リ
カ
経
済

の
螢
達

と
移
民
の
清
長

第
三
十
二
巻

五
三
二

第
三
號

九
八

の

見
積

ら

る

㌧
程
度

に
過
ぎ

な

い
が
M

其
後
逐

年
増
加

の
趨

勢

に
あ

る
事

は
第

一
圖
表

に
よ

っ
て
覗

ふ
事

が
出
來

る
。

而

て
時

に
此
趨

勢

に
中
漸

あ

る
は
主

と
し

て
米
国
σ
政
治
的
経
済

的
事
情

に
基

く
も

の
で
あ

っ
て
、
例

へ
ば

一
八

六

〇
年

の
南
北
戦
争

、

一
九

一
四
年

の
世
界
大
戦

は
政

治
的
原
因
と

し
て
、

一
八
三
七

.
一
八
七
三

.
一
八
八
四

.

一
八
九
三
二

九

〇
七

各
年
の
恐
慌

は
経
済

的
原

因
と

し
て
夫

々
移
民

の
減

少
を
伜

っ
て
み
る
。

此

の
米
国
移

民

の
大
部
分

は
欧

洲
諸
国

よ
り
来

航

せ
る
も

の
で
あ

第
二
囲
巻

コ

る
・
轟

亜
そ
の
他
の
移
民
籔

字
上
・
箆

れ
綴

・
た
・
も
の

新
講

聾

蹴

)

コ

⊇

」

…
儒
一
一
%
=

遵

一

二
駈
"ゴ

ぶ

、
。

柴

ノ
可

一
災

旧

冬

鵡

・e
J
15
罰
責

き

司

一
D
.霞
.セ

訂

す

]

灘

=
襯
=
幽

く
ヨ
　
ヨ
　
　こ
ナノ
し

タ

し
に

　
ぼ

わ
カ

を

げ

　ダ
ま

　　　
ロ
らし
よ
ヂ

　ノ

る
わ

け

で
は

な

い
。

即

ち

一
八

八
○

年

代

を

境

と

し

て
主
要

途

民

国

噺

に
著

し

き
交
替

を

見

た

の

で
あ

っ
て

、
普

通

同

年

代

以

前

に
主

要

な

る
役

割

を

演

じ

た
英

国

・
濁

逸

・佛

蘭

西

・瑞

典

・
諾

威

・白

耳

義

等

西

部

及

北
部

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

の
移

民

を
奮

移

民

(o
己

一量

自
流
.国
一戸戸・。)

と

呼

ぶ

に
射

し

、

同

年

代

以

後

之

に
代

れ

る
露

西

亜

・伊

太

利

.填

句

國

・西

班

牙

・葡

萄

牙
・バ

ル
カ

ン
諸
因

等

東

部

及
南

部

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

の

(

移

民

を
新

移

民

(器

謹

言

日
置
「p
暮
ω)
と

呼

ん

で

み

る
。
此

の

新

蕾
移

民

の
交

替

状

況

は
第

二
圖

表

に
よ

っ
て
概

観

し
得

る
と

こ

ろ

で

あ

り
、

そ

の
詳

細

は

次

の
「
新

著
移

民

各
国

別
表

」
に
よ

っ
て
示

さ

れ

て

み

る
。

以

下

主

要

敷

ヶ
國

に

つ
き
そ

の
移

住
事

情

を

略

述

し

よ

う

。

(醤 〕 `新)

1821「30
'
9丘.8z 澱 as%

133Hρ 36.99 3.1%

184"D 9.7% 0.3%

tg計 も0 99.1% 0.B%

脇Gr70 88.4% 1.6%

鳩7卜80 9J.6% 8.昏%

1聞1'8u 79.e% 20.1%

量89㍗1800 462% 55品%

190t1810
, 92.5% 7「

tiara-1820 223% 7

円2千把2恥

-

16.6

1)
2)

3)

Bogar亡,E.L.EconomicHistoryoftheA皿`:xicanPeople・P・ .419・

翻:跳 欝 。認 ・F.:lnternationalofCommerce;St'器機 ・膿 ・xStat)fthe躍講:PP-377-393-No.47.P.76.



詩
実
測
m
~
 
~
や
誼

EZ
粥

削ue-a司131叫14叶什可，d刊adν一向U〕

， d苫QOOU4当14nv『dQUO-u一qo一

-JJA9v

ゥゾJ995一・44一

一一[】一3111131361ι19G7一7一

[副一34644469257U一

z-1JO

一

一↑FOPOU8284225i-

一一387U60321一8一

二-9ZJA'ヱ一点AoyrHr--A同一 「L、』一EAFJOQ一103Aリ内υdAえv一AV一

罰引一467f49435?1一

罰O一8123一日一

了一叩mmmm叫蹴m一山一山一lmm蹴

一1山町一院川町品川弘日，戸川出1Hz川一一科一民向日川

罰則一t:FD!12:札口一

ρ一以]出

寸I7|引l到司

diH14
副l助川市l一 Jリ111判

44 一白-月JeJUGu--eAU067eonu日リ‘一一リ-ohM
に

υ1
ゐ

一一一114to75798一
6703 一l日十町民可。円丸町内丸一L112-h一丸93九 一8山一2885b7一日目一G一7一

50 -88
一，パ184一J一

33

川一人口!!i111一い一 ア一則引則明刷出白川山一附一削山山

一-一‘μ

ト

HrH1J
ド

R1ト，HE
円64{一‘dr-fJ 門炉

ι
川

下O一731己白16J-hi-qωD1K一刀一2一仏i

一8mm一日7nIUHE洲一例一

75 ↑

11
↑

fi、一丸一

一ーーー一111川円14i引J山叶引っi!割削一一むつ川l一ll川勺llJ町

一一3986り067-4一

02 一~一『dAリ0υjzviO204hv一GO一QO

向

t

干ro一6757リ

U3

一己↑司

71 一日山町一13沌M2ω一似一1

-11一L一丸一

一

Q。。りQO
円

deQJ11ιt
』

1qJ
一代

υ一tl 一i一34-U6831日一日一』

一一↑773

“790rり一3一i--

ftω一4L川川日山川却抗日叫一民一り円

一88
一日

374H

一一4JVJ引出-|引11判中んび」1刷寸171i11111川

一一一仰ω羽山一山川山同一例一幻

ι)一久一九J「丸山Th-h
，

J
吋一

1

市川一7N4rI…一一肌

寸l一lll判川叶J山引JgIHトトドlU1引っJilllili--J叫

-o“AO--K
リ

yi

けリ

2いい一od--O

二一AAA4Hリ戸、JJ一阿川一J 一

1V)-lAa2114A，
U92 爾山一，

t

目白一必一

一一

寸11一7io下I!日

16;一211111111引

一04
内

onリAhリマtハリ、zhy一氏υ一}υ

二一1i4止ヱ司74

ハリハ

ZQV一パh

り一4A

UO一

8ol--

一品一

国附一7一9

一

』 ・
E

・、，za
固，一

ヤ

一

-P

スツダ-ンスス一一リ』ヤ一

一1F-Jノニデ2一一14トHJrJ

-一1-i! 川ドh-にィ仁川山h・1二計一一MJJリリJU

--qr

包一玉川

U，
j!

一ごまベデフドオノススイ一オハギ

↑謹一一束

Jjzl);;l:1;:;|;::;l;::::ljl! 
二
王
¥
十
一
一
週
二
型
(74:
三
空
三
百
日
一
雨
二
戸
司

ト
弐
~

-
R
~
型
携
8
韓両湘.>J~III{

Q
書!!:wj?(

織
111十

1
1
~
同
川
111

l
，iJI5
，180/ 

2，145，266 
167 ，519 
2 ，045，877 
53，008 
1 ，597，306 
27 ，935 
69 ，1491 
119
，256 

仰
刷
|

車
産
川
鋸

~
~
 

8
!J6，3
4
出

184，201 
1 ，109，5241 
13，3
lJ 

921，95
司

68，611 
8
9 ，73 
77 ，2101 

3，360，8881 



ア
メ
リ
カ
経

済

の
贋
蹟運
と
移

民

の
沿
雷
鼓

第
三
十
二
巻

五
三
四

同
量

…
ユ

第
三
號

一
〇
〇

。
ぴ
・。
…

葛

瞬
ユ

悼
凹

劃

型

.
・劃

墨

書

誉

・τ

養

皇

銘

ξ

と
「
揖

ξ

。・
.・・暫

・・豊

・・蚕

。・・、

α
ゆ
o

H
・。
途

㏄

8
こδ
ヨ

b

置

(
イ
)
奮

移

民

奮
移

民

中

主

な

る

も

の

は
英

図

及

濁
逸

移

民

で
あ

る
。
先

づ
英

國

に
就

て
見

る

に
、

一
八

三

〇

年

代

の
産

業

の
不

況

は
多

数

の
英

蘭

人

を

米
國

に
途

つ
た

が

、
然

し

英
國

移

民

の
大

部

を

な

す

も

の

は
愛
蘭

人

で
あ

る

。
彼

等

は
被

征

服

民

族

と

て
多

く

は
英
蘭

の
大

地

主

の
下

に
小

作

を
螢

み

、
馬

鈴

薯

を

常

食

と

す

る

に
至

る
ま

で
誅

求

せ
ら

れ

て
る

た

。

其

上

人

口
増
加

率

も
他

の
欺

洲

諸

国

に
比

し

て
甚

だ
高

く
、

生

活

困

窮

の
爲

め
早

く

よ
り

多

数

の
移

民

を
逸

っ
て

み
た

が

v
偶

々

一
八

四
⊥
ハ
年

未

曾

有

の
馬

鈴

薯

饑
饉

に
襲

は

れ

、
其

結

果

移

民
激

増

し
、

同

年

以

後

五

年
間

に
百

二
十

五

萬

の
愛
蘭

人

が
國

土

を
離

れ

た

と
幕

せ
ら

れ

る
。
其

の
米

國

に
移

住

せ
し

数

字

を

掲

ぐ

れ
ば

左

の
如

く

で
あ

る
。

年

度

天
四　

天
四四

天
翌

蚕

六

天
四七

蚕

八

天
男

天
王。

杢

一

一全
=

天
垂

天
醤

全
英
國
移
民

天
、
蓉

四七
、八
塁

六四
、。三

豊
-九
　三

三
八、八天

夷

、塞

三
四
、吾
6
三
五
、。八九
二七=
、茜
:

8
、=
四七
§

、三
五
宍
o、=葦

愛

蘭

移

民

兀
、六
菖

琶
、兇
〇

四四
、八三

五
一、蓼

=
〇五、垂
六
一三
、芸

一五六
、　充
八
薔

、OO四
二三
、二百
=

発
、玉乗

宍
=
、六児

δ
一、春
本

%

比

率

七
〇
・
〇

七
〇
・
〇

七
〇
・
O

琴

九

八
〇
二

茅

二

茜

圭

七
六
・
二

八
一
・
八

七
九
・
六

八
丁

二

等

四

備

考
-

一
八
四

三
年

は

一
月

乃
至

九
月

、

一
八
四
四
乃
至

四
九
年
は
十
月

乃
至
翌
年
九
月

、

一
八
五
〇
年

は
十
月

乃
至
翌
年

+
二
月

、

一
八
五

[
年
以
後

は

一
月

乃
至

十
二
月

の
数

字

で
あ

る
。
爾

ほ
英
國
移
民
は
、
英
蘭

・蘇
格
蘭

・ウ

エ
ー

ル
ズ
・
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
・

及
駅
馬

不
明

の
五
種

に
分
類
せ
ら
れ
、
最

後

の
も

の
は
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
に
次

で
多
数

に
上

っ
て
み
る
が
、
恐
ら
く

そ
の
内

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

に
鴫濁
す

べ
き

も

の
も
少

く
な

い
で
あ
ら

う
。

其
大

部
分
が
貧
窮

民

で
あ

っ
た
事

は

い
ふ
迄
も

な
く
、
轍
途

機
關

の
不
備

な
り
し
當
時

に
於

て
か
く
多
数

の
移

民
を
逡

り
得

た

の
は

、
愛
蘭

政
府

及
敏
隔
等

が
助

力

せ
し

に
よ

る
と

い
は
れ
て
み

る
。

4)Comm。n・ 」.R.

5)資 料Vvillcox;

R・cean・Ilmmig… 亡・ 三・
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で歩E
めに
る濁
06)逸

1多
民

就
て
見
る

一
入
五
四
年
及
一
入
入
二
年
の
雨
度
に
業
極
限
に
達
し
て
ゐ
る
。
郎
左
の
如

墜f猷濁年

霊1型連
了制移移
一合民
八に民 j主

五占

乃十宍♀
至プ』ニ一

五百
五四そ一
年口九八

ーー三E
は=八ニ

ー一 回

月三三一
乃今出入

国三昆
至九六三

十弓
一ー・ 三恒三ー，玉、』一
月子 g 金
、 cコ jし 位五

一
八
五
五
-
一
八
人
口
一
八
八
一
一
八
八
ニ
一
八
士
一
一
一
八
八
四

三
λ
一
人
一
合
、
三
八
三
口
、
史
士
一
五
日
三
一
口
一
九
回
、
夫
六
一
尤
、
毛
穴

冒
一
〈
・
=
二
一
一
回

-zz丈
夫

ふ

zz-一士

一
八
七
九
年
以
後
は
七
月
乃
至
翌
年
大
月
白
鞍
字
で
あ
る
。

一λ七九
E

回、+一口ニ
一宝・占

濁
逸
移
民
は
直
接
的
に
は
政
治
的
原
因
に
基
〈
。
一
八
四
八
年
の
革
命
に
依
て
其
専
制
君
主
政
躍
は
倒
れ
た

が
、
業
後
の
反
動
政
治
に
嫌
ら
ゴ
る
国
民
は
白
出
の
天
地
を
米
闘
に
求
め
て
韻
々
移
住
し
た
。
こ
れ
一
人
五

C
牛

代
の
移
民
で
あ
る
。
一
八

O
O
年
前
後
の
移
民
に
は
倒
。
喚
と
の
戦
争
の
軍
役
を
見
れ
ん
が
鍔
め
に
国
土
佐
蹴
れ

十
い
農
民
い
か
多
い
黙
し
芸
め
根
本
に
は
彼
等
が
地
主
の
搾
取
に
坤
吟
し
て
ゐ
た
」
暑
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
英
国
及
濁
逸
営
主
と
す
る
奮
移
民
が
一
八
八

0
年
代
に
至
っ
て
減
少
し
初
め
た
所
以
は
、
後
遮
す
る
如

く
米
闘
に
於
て
、
彼
等
が
主
た
る
目
的
と
す
る
土
地
獲
得
の
機
舎
の
消
滅
に
も
よ
る
が
、
他
方
本
国
に
於
げ
る
経

済
獄
絵
の
慶
化
は
更
に
有
力
な
る
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
英
幽
に
於
て
は
濠
洲
・
加
奈
陀
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
等
の
植
民
地
が
後
達
し
て
此
庭
へ
移
住
者
を
殴
牧
せ
る
事
、
特
に
愛
蘭
に
於
て
は
種
々
の
土
地
位
が
制
定
せ

ら
れ
て
苛
酷
な
る
小
作
航
態
は
緩
和
せ
ら
れ
、
士
地
の
獲
得
が
容
易
に
な
っ
た
事
、
濁
逸
に
於
て
は
普
働
戦
争
後

工
業
著
し
く
後
遺
し
て
困
窮
農
民
を
勢
働
者
と
し
て
吸
肱
し
に
事
等
が
そ
れ
で
あ
る
じ

(
官
)
新
移
民
新
移
民
の
首
位
を
占
な
る
も
の
は
、
前
掲
移
民
表
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
〈
伊
太
利
人
で
あ

っ
て
、
葉
大
部
分
は
南
部
伊
太
利
及
シ
シ

9
1
島
の
農
民
で
あ
る
。
此
等
の
地
方
は
主
に
貴
族
で
あ
る
地
主
の
勢

?
メ

F
カ
経
潜
の
安
達
と
移
民
自
抽
出
長

第

量主

第
三
十
二
巻

五
三
五

O 

資料 Willcox ; ibid. pp・38コ-386.
Commons; ibid. p. 68 
National lndustriat Conferεnce Board; J:mmigration PrClblem in the U. S. p. 18. 
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ア
メ

H
Z経
済
白
費
遣
と
移
民
自
一
消
長

第
三
十
二
巻

第

披

O 

五
三
大

力
最
色
強
大
に
し
て
、
地
代
は
高
〈
而
も
借
地
は
短
期
間
に
限
ら
れ
て
居
に
。
又
大
農
粧
替
の
下
ぷ
傭
は
る
る
農

業
融
労
働
者
も
実
質
銀
は
他
の
欧
洲
諸
国
と
比
較
に
な
ら
白
程
低
か
っ
た
。
他
方
複
雑
な
る
関
税
制
度
、
高
率
の
消

費
税
の
鴻
に
農
民
階
扱
の
負
躍
は
貴
族
階
扱
に
比
し
て
甚
だ
重
か
つ
亡
。
加
之
伊
太
利
は
有
数
の
人
口
増
加
率
の

高
い
闘
で
あ
る
。
此
等
の
組
梼
的
座
追
が
彼
等

ee駆
っ
て
米
国
に
移
住
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

失
に
填
旬
闘
に
就
て
見
る
に
、
愛
蘭
と
同
様
異
人
種
じ
よ
る
鰹
梼
的
座
迅
が
移
民
の
主
要
な
る
原
因
を
な
し
て

ゐ
る
。
此
圃
を
構
成
す
る
人
種
は
ゲ
U

F

?

ン
・
ス
-
プ
グ
・
ラ
ア
イ
ン
-

T

ヂ
ヤ

l
y
φ

ユ
ダ
ヤ
等
で
あ
っ
て
、
其
各
々

がい口

υる
勢
力
は
刷
内
各
地
に
品
川
て
様
々
で
あ
り
、
官
人
各
相
族
J

込
町
夫
々
細
分
サ
ら
れ
て
勢
力
闘
保
h
A
M

卦
に
し
て
居

た
が
、
大
韓
に
於
て
ス
ラ
グ
人
種
が
最
も
劣
勢
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
圃
の
中
央
卒
原
地
方
の
ス
一
フ
グ
は
グ
U
Y

マ
ン

及
?
ヂ
ヤ

l
y
地
主
の
下
に
小
作
を
替
ん
で
南
部
伊
太
利
の
農
民
同
様
の
境
遇
に
あ
り
、
又
ポ

1-プ
ン

F
の
ス
ラ

グ
農
民
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
高
利
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
加
き
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
て
填
旬
圃
移
民
の
主
要
部
分
は
ス
ク

グ
農
民
で
あ
り
、
彼
等
の
主
た
る
目
的
は
や
は
り
土
地
の
獲
得
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

-
次
に
露
西
盟
の
移
民
を
見
る
に
、
此
慮
で
は
そ
の
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
露
西
亜
人
で
な
い
事
が
其
特
徴
で

あ
る
。
露
西
亜
農
民
は
恐
ら
〈
諸
国
農
民
中
、
貴
族
階
扱
よ
り
受
け
し
腫
遁
最
も
甚
だ
し
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
農

奴
制
度
よ
り
解
放
せ
ら
れ
た
の
は
漸
〈
一
八
六
一
年
で
め
る
の
み
な
ら
子
、
解
放
後
も
土
地
の
獲
得
は
極
め
て
困

難
で
あ
っ
て
、
或
は
共
産
制
的
農
法
に
よ
り
、
或
は
地
主
に
劃
す
る
倍
務
と
従
属
閲
係
と
に
よ
り
移
住
の
自
由
を

束
縛
せ
ら
れ
、
唯
一
の
可
能
な
る
移
住
は
政
府
の
命
に
よ
っ
て
シ
ペ

y
ヤ
へ
赴
く
事
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
新
移
民

中
に
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
露
西
亜
移
民
が
露
西
亜
人
に
非
守
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
ア
イ
ン
人
等

CommOD5; ibid. p・70.汗.
Commons; ibid. p. 79. ff 



よ
り
成
る
衣
第
で
あ
る
。
就
中
ユ
ダ
ヤ
人
最
も
多
〈
、
現
在
合
衆
国
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
六
分
の
玉
を
占
む
る

E

い
は
れ
て
ゐ
る
。
其
移
住
の
原
因
は
露
西
亜
農
民
及
政
府
の
塵
迫
に
あ
る
。
却
も
農
民
は
彼
等
の
不
遇
の
直
接
的

原
因
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
臨
し
て
一
八
八
一
年
に
突
如
セ
ム
種
族
排
斥
運
動
を
起
し
、
政
府
も
亦
之
を
援
助
し
た
。
議

て
よ
り
侮
蔑
待
遇
に
苦
し
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
之
を
機
舎
に
績
々
米
国
に
移
住
し
初
め
た
。
ア
イ
ン
人
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
も
人
種
関
係
よ
ち
し
て
宮
西
亜
政
府
の
専
制
政
治
下
に
経
韓
関
的
麿
迫
を
加
へ
ら
れ
し
た
め
移
住
全
企
て
し
も

の
で
あ
る
。

右
の
如
く
欧
洲
諸
闘
の
米
国
移
民
は
、
一
八
八

0
年
代
ぞ
境
L
」
し
て
主
要
詑
民
闘
に
著
し
き
交
替
を
見
土
。
此

交
替
は
夫
等
諸
国
仁
時
げ
る
艦
憐
援
連
の
時
間
的
相
違
に
起
問
す
る
が
加
く
で
あ
る
。
削
ら
北
部
及
西
部
ヨ

1
官

ヅ
パ
に
於
て
封
建
的
な
農
民
搾
取
の
終
需
せ
る
頃
、
商
部
及
東
部
ヨ

1
ロ
ヅ
バ
に
於
て
之
が
表
面
的
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
き
れ
ば
新
奮
移
民
守
遁
じ
て
職
業
別
に
大
差
な
く
、
所
謂
不
熟
親
勢
働
者
で
あ
る
下
級
農
民
が
大
部
分

を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
は
左
表
の
一
不
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

年

度

自

由

職

業

熟

練

努

働

者

農

業

者

不
熟
一
練
一
勢
働
者

僕

縛
其

他

一八七一
l
丈
合一・回

一一-一・一一八・一一
回一・九七・七七・七

一ロロ・。

大八一ー一八九口一・一
二回・口一回・口

五口・一一九・四九・四
一口口・。

一八九一
l
一色口ロ・九

二口・一一一・四
四七・口一五・一千五

一口口・ロ

一ハ六一一八七ロロ・八
=困・口一七・一一

回一了回占・一一
λ

・口
一DD

・-

計

ア
メ

P
カ
経
醜
聞
の
串
棋
連
と
移
民
の
消
長

第
三
十
二
巻

五

七

一色一
l
一九一口

一
・
玉
ニ(〕・ニ
ニ回・
Z

E
回
・
人
一回・一

車
・
一

一口{〕・。

第

披

O 

CommODS; ibid. p. 87. ff. 
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ア
メ
り
カ
経
済
の
費
逮
と
移
民
白
消
長

第
三
十
二
血
管

五
三
八

第

君主

一O
四

三
、
ア
メ
リ
カ
鰹
漕
の
韓
遣
と
移
民

以
上
は
選
民
園
に
於
け
る
移
住
事
情
で
あ
る
が
、
何
故
に
彼
等
が
主
と
し
て
米
国
に
来
航
せ
し
や
は
米
国
側
の

事
情
に
就
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
業
主
な
る
も
の
を
奉
ぐ
れ
ば
、
土
地
獲
得
の
機
舎
多
き
こ
左
及
弧
烈
な

る
勢
働
力
の
需
要
之
れ
で
あ
る
。

合
衆
闘
は
文
人
口
に
比
し
て
頗
る
庚
大
な
る
領
土
佐
獲
得
し
た
。
植
民
地
時
代
・
既
に
英
闘
は
、
セ
ン
ト
ロ

1ν

ン
ス
河
以
南

1
ν
ν
ッ
ピ
河
以
来
の
地
(
回
一
地
主
制
フ
ロ
リ
r
を字、〉守口
h
J
備
品
酬
の
勢
力
公
駅
認
し
す
-
完
全
に
主
棋
や

欣
め
て
居
た
が
、
此
の
主
権
は
米
圃
の
濁
立
と
同
時
に
同
副
に
椴
承
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
入

O
コ
一
年
に
ミ
シ
ジ

ツ
ピ
河
の
西
に
横
は
る
Y

イ
ジ
ヤ
ナ
の
地
を
偽
蘭
西
よ
り
購
入
せ
る
を
手
始
め
に
、
ア
ロ

y
ダ
、
-
ア
キ
サ
ス
業
他

を
或
は
購
入
し
或
は
割
譲
宇
佐
受
け
、
慨
に
南
北
戦
争
以
前
に
現
在
の
本
土
を
悉
〈
領
有
し
、
主
面
積
ゴ
一
百
高
卒
方

哩
傍
に
及
ん
だ
。
ア
ク
↓
で
刀
、

A

ワ
イ
、
プ
ィ
η
ノ
ッ
ピ
ン
、
ポ
U
Y

ト

y
コ
等
を
併
せ
た
の
は
夫
以
後
の
事
に
属
す

る
が
、
此
の
庚
大
な
る
領
土
が
概
ね
未
開
愛
の
ま
〉
に
し
て
而
も
天
然
資
源
に
官
ん
で
ゐ
た
事
は
、
直
接
的
に
は

豊
富
な
る
土
地
獲
得
の
機
曾
を
作
る
事
に
よ
り
、
間
接
的
に
は
産
業
の
設
展
を
促
す
事
に
よ
り
、
移
民
系
統
の
有

カ
な
る
刺
激
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

・
択
に
強
烈
な
る
峠
労
働
力
の
需
要
は
念
速
な
る
産
業
の
後
展
に
基
〈
所
で
あ
る
。
米
国
の
産
業
は
凡
そ
、
園
初
以

・
来
一
八
八

0
年
代
ま
で
の
農
業
時
代
、
夫
以
後
の
工
業
時
代
の
二
つ
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
米
国
の
工
場
制
度
は

十
九
世
紀
の
初
頭
よ
り
徐
々
仁
生
長
し
つ
〉
あ
っ
た
。
而
て
南
北
戦
守
の
結
果
種
々
有
利
な
る
保
件
を
得
て
急
速



な
る
後
展
を
見
た
炉
、

得
の
機
曾
存
積
し
、
生
産
の
主
力
は
農
業
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
八
九

O
年
に
は
工
業
生
産

物
の
債
格
は
遂
に
農
業
生
産
物
の
債
格
を
凌
駕
し
、
工
場
製
品
が
一
般
に
用
ひ
ら
る
〉
に
至
h
ノ
所
謂
工
業
時
代
を

出
現
し
た
。
米
園
が
工
業
時
代
に
入
っ
た
こ
と
は
世
界
経
済
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
買
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
此
の
農
業
時
代
よ
り
工
業
時
代
へ
の
轄
換
が
偶
々
先
越
の
新
奮
移
民
の
交
替
と
時
を
同
じ
う
し

一
入
八

0
年
代
迄
は
農
業
が
向
ほ
圃
富
の
主
要
資
源
で
め
っ
た
。
卸
ち
此
頃
ま
で
土
地
獲

た
の
で
あ
る
。
依
て
便
宜
上
此
二
つ
の
時
代
に
つ
き
夫
々
産
業
と
移
民
と
の
閥
係
を
略
通
し
よ
う
。

町
、
農
業
時
代
の
移
民

(
イ
)
移
民
と
産
業
移
民
の
一
部
は
、
此
時
代
の
み
な
ら
十
米
側
の
縦
掛
史
合
最
も
特
色
づ
け
る
西
部
の
閑

費
、
所
謂
西
漸
蓮
動

(
5
5
2
L
2
0
2
E
2円
)
に
従
っ
た
。
此
の
運
動
は
濁
立
十
一
ニ
州
の
西
に
横
は
る
末
開
地

の
穀
物
農
地
と
し
て
の
間
後
営
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
土
地
の
獲
得
所
有
が
常
時
の
人
々
の
最
大
闘
心
事
で

あ
っ
た
事
、
政
府
が
種
々
の
保
護
立
法
に
よ
っ
て
西
部
の
開
緩
や
}
奨
励
し
た
事
、
南
部
の
棉
栽
培
地
が
後
展
す
る

に
つ
れ
穀
物
の
需
要
増
加
せ
る
事
等
炉
、
人
々

eZ騎
っ
て
此
間
後
に
赴
か
し
め
た
主
な
る
原
因
で
あ
っ
て
、
既
に

人
心
の
澗
密
せ
る
東
部
の
農
民
が
此
運
動
に
従
っ
た
事
は
営
然
で
あ
る
。
或
場
令
に
は
金
村
の
西
部
移
住
も
行
は

れ
仁
。
か
く
て
此
時
代
の
終
ち
ま
で
に
順
女
、
ア
レ
ガ
ニ

1
山
眠
、
ミ
u
v
h
v
y
ピ
河
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脹
を
越
え
て

途
に
太
平
洋
岸
に
達
す
る
ま
で
開
愛
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
移
民
も
亦
此
運
動
に
従
っ
た
事
は
彼
等
の
大
部
分
炉

本
国
に
於
け
る
苦
境
を
脱
し
土
地
を
求
め
て
来
航
せ
る
農
民
で
あ
る
営
然
の
結
果
で
め
る
一
一
障
に
一
八
三
三
年
に

は
十
一
般
の
蒸
汽
舶
が
四
十
周
三
千
人
の
移
民
を
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
か
ら
西
部
へ
運
ん
だ
と
い
ふ
。
然
し
開
愛
の
最
先

ア
メ
リ
カ
経
済
の
安
達
と
移
民
自
治
長

第
三
十
二
巻

五

九

第

号車

一O
E

Faulkner， H. U.; Economic lI.istoη， of the U.日.p" 162:. lf. 
Warne， :F. J.; 1回目igrantInva日 on.p. 7'" 
McMaster， J. B.; A History of the People of t品eU. S咽 Vol.VIII. p. '92. 



ア
メ
リ
カ
経
済
の
安
達
と
移
民
白
消
長

第
三
十
二
巻

第

披

五
四
O

一O
六

端
に
立
つ
も
の
は
や
は
り
ア
メ
ソ
カ
人
で
あ
っ
て
、
移
民
は
そ
の
跡
を
迫
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
而
て
主
に
之

に
従
事
せ
る
も
の
は
英
蘭
人
及
濁
逸
人
で
あ
っ
て
特
に
後
者
に
著
し
い
。
此
移
民
の
西
漸
運
動
が
年
と
共
に
焼
ん

に
な
っ
た
事
は
左
の
移
民
分
布
表
に
よ
っ
て
略
々
覗
ふ
事
が
出
来
る
。

外
園
生
札
機
人
口

北
大
西
津
地
方
諸
州

北
中
部
地
方
諸
州

市

部

諸

州

a
Eコ
主

-
ρ
z
c
h「千人

ユ
J
一
四
口

一
J
一口同一

六
回
一

ニユ ニニ z句、、
三三 '̂ ノ、 夏、.'、
二士:ー ーー ー一ー ノ、、
雇員 桂三五=コ こコ

一ー 二ア""、 . 、 ーー
さ三三'" cコー白 川-
"..且ニユノ」 戸 ξ
均回エ人口

ニコ ニ= 三己、、、ー
ニ三 三L ヨ主 "'Eι ノ丸
三三三主ー 二二 五tミ恒
三=~::=: --l;:o口

移
民
の
一
部
は
又
東
部
に
於
て
農
業
或
は
道
路
・
運
河
・
錨
道
の
建
設
に
従
事
し
た
。
之
に
は
特
に
愛
蘭
人
が
多

い
。
彼
等
が
英
蘭
人
・
濁
逸
人
と
西
漸
運
動
を
共
に
す
る
事
の
少
か
っ
た
所
以
は
、
自
費
的
移
民
と
い
ム
よ
り
色

寧
ろ
政
府
・
敢
匝
等
の
手
で
棄
民
的
に
逸
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
嫌
悪
の
眼
を
以
て

見
ら
れ
た
事
も
少
〈
な
い
が
然
し
、
彼
等
の
存
在
が
束
部
の
産
業
殊
に
交
通
土
木
事
業
に
必
要
な
る
崎
労
働
力
を
提

供
せ
し
事
は
疑
ふ
べ
か
ら
ま
る
所
で
あ
っ
て
、
後
に
は
西
部
の
此
種
の
事
業
に
色
需
要
せ
ら
れ
、
一
八
五
O
年
迄

に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
イ
リ
ノ
ノ
イ
、
ミ
ジ
ガ
ン
の
三
州
に
五
高
三
千
人
の
愛
蘭
人
が
散
在
し
亡
と
い
ふ
。

移
民
の
更
に
一
部
分
は
東
部
に
止
っ
て
工
業
勢
働
者
と
な
っ
た
。
本
期
の
ア
メ
η
ノ
カ
人
口
は
二
十
五
年
間
に
二

倍
と
い
ふ
著
大
な
る
自
然
増
加
峯
を
示
し
た
が
、
西
漸
運
動
の
進
展
に
伴
ひ
増
加
は
晴
散
に
及
ば
歩
、
必
要
な
る

崎
労
働
力
を
得
る
潟
に
は
や
は
り
少
か
ら
や
移
民
に
負
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ポ
ガ

l
ト
は
い
ふ
、
『
移
民
に
よ
る

著
し
き
人
口
増
加
な
か
り
せ
ば
本
期
(
一
八
六
O
l
八
O
〉
の
工
業
の
後
展
は
か
く
ま
で
急
速
に
行
は
れ
な
か
っ
た
で
あ

• 
Warne; ibid. p. 85・
可Varne;ibid. p. 78 



ら
う
。
何
故
な
ら
ば
西
部
の
開
愛
は
敷
多
の
ア
メ

y
カ
人
を
蓮
去
っ
て
勢
働
の
供
給
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
獲
し
、
而
て

此
ギ
ャ
ッ
プ
は
移
民
に
よ
っ
て
充
き
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
工
業
の
後
達
金
抑
止
し
た
に
逗
ひ
な
い
か
ら
で
あ
ム
』

と
棉
花
栽
培
地
で
め
る
商
部
に
於
て
は
奴
隷
勢
働
に
よ
っ
て
大
農
鰹
替
が
行
は
れ
て
居
、
り
、
最
早
移
民
吸
牧
の
齢

地
は
な
か
っ
た
が
、
東
部
及
西
部
に
於
て
は
以
上
の
如
く
移
民
の
貢
献
は
少
か
ら
5
る
も
の
が
め
っ
た
。
之
に
は

例
へ
ば
賃
銀
の
低
廉
と
か
、
一
原
主
に
従
順
で
あ
る
と
か
種
々
の
理
由
も
あ
る
が
、
最
も
通
有
な
、
最
も
根
本
的
な

事
は
、
移
民
が
大
部
分
働
き
磁
り
の
年
齢
に
め
る
事
、
女
子
に
比
し
て
男
子
の
著
し
く
多
い
事
こ
れ
で
あ
っ
て
、

そ
の
敷
宇
佐
翠
ヤ
れ
ば
究
の
一
加
(
、
印
ち
米
幽
は
養
育
指
セ
要
せ
や
し
て
働
椛
り
の
働
き
手
伝
特
る
事
が
山
来
た

道
理
で
あ
る
。

ヨヨ己 ー-田一-ノ、_..〆、
山一

u・ .前一
八八口

一人
Z
{〕

一
一
・
六

一五・一ハ

一人
Z
D

=
口
・
ロ

ニ
?
六

一一一一・回

女男年

年

一

十

五

歳

以

下

一

十

五

乃

至

四

十

歳

一

四

十

歳

以

上

一

不

詳

一

回

・

占

E

A

-

-

0

・

五

一

ニ

・

ロ

ロ

ニ

一

一

不

詳

一

z・
固

さ

・

ロ

ロ

・

一

口

・

E

備
考

l
l木
表
は
米
国
会
移
民
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
敵
測
移
民
の
み
に
関
し
て
は
男
女
別
統
計
し
か
求
め
ら
れ
ぬ
た
め
、
巳
む
を
得
ず

之
を
採
っ
た
。

一
八
回
口

-=一・六

一
八
三
〕

一五・
4
4

七回

-
z

h
・
同

一八七{〕

一吉一・口

六
回
・
人

一
八
也
口

六口・一一一-

z
h
・七

一
八
割
合

穴一・一一ハ

ヨ
λ
・回

ー. 
一
人
人
口

一
千
一

占
一
・
六

九
・
己

一八ニ(〕

平?一
ニ
ハ
・
五

一
人
回
口

六
ニ
・
九

昌子口

一
八
一
さ

さ
7
口

一
八
六
D

Z
屯
・
六

回
二
・
国

ノ、
主主三

Cコ

耳
4

7

一
人
・
九

一
官
官
。
幅

八・一一

三三
ーヒ.

-v包

一
回
・
占

回
・
七

移
民
に
劃
す
る
米
国
の
態
度
移
民
に
閲
す
る
最
初
の
法
律
は
一
七
八
九
年
に
制
定
せ
ら
れ
た
。
然

し
之
は
移
民
の
取
締
よ
り
も
寧
ろ
米
国
に
危
害
を
生
ぜ
し
な
る
倶
れ
あ
る
外
国
人
の
追
放
を
目
的
と
せ
る
も
の
で

あ
る
。
又
一
八
一
九
年
の
法
律
は
来
航
者
の
輸
送
朕
態
の
改
善
を
目
的
と
し
、
移
民
の
優
遇
を
詩
ぜ
し
も
の
で
あ

(

ロ

)

ア
メ

p
カ
経
醐
明
白
資
達
と
移
民
の
務
長

第
五
一
十
二
巻

O 
七

五
回

第

競

BogaTt， E. L.; Econo皿icHistory of the: ]}，日.pp. 474， 475 
資料:Willcox; ibid. pp. 395-398. 
Natlonal lndustrial Conference Board; ibid. p. 5.5. ff. 
Jenks， J. W. and Lauck， W. J.; The Immigratfon Problem. p. 366 日



ア
メ
リ
カ
経
湾
の
安
達
と
移
民
の
消
長

第

五t

一
色
八

第
三
十
二
巻

五
四

る
。
雨
者
共
に
舶
長
を
し
て
来
航
者
に
闘
す
る
記
録
を
作
製
せ
し
め
、
之
が
基
礎
と
な
っ
て
移
民
統
計
が
生
宇
る

に
歪
り
し
事
は
注
目
に
値
す
る
。
一
八
三

0
年
代
)
カ
ト

y
ッ
ク
数
徒
な
る
愛
蘭
移
民
の
増
加
す
る
に
及
ん
で
反

カ
ト

9
7
ク
蓮
動
が
起
っ
た
。
そ
の
目
的
は
外
国
特
に
愛
蘭
の
貧
窮
民
や
犯
罪
人
を
排
斥
す
る
に
あ
り
、
一
八
五

五
年
奴
隷
問
題
の
起
る
ま
で
猛
烈
に
麟
績
せ
ら
れ
た
が
、
政
府
は
只
に
傍
観
的
態
度
を
と
り
し
の
み
な
ら
子
、
一

八
四
七
・
四
八
年
に
は
法
律
を
以
て
下
級
舶
客
輪
選
状
態
の
改
善
を
計
っ
て
ゐ
る
。
更
に
南
北
戦
争
栓
の
勢
働
不

足
合
緩
和
す
み
た
め
、
議
舎
は
契
約
労
働
(
移
住
後
一
ヶ
年
を
越
え
ざ
る
期
間
岡
田
勢
貨
を
槍
保
'
と
し
て
渡
航
費
目
前
貸
を
受
け
移
住
勢
働

す
る

ι
と
)
を
認
め
、
ナ
一
に
基
い
て
紐
育
市
に
務
民
暑
を
置
い
て
移
民
の
便
宜
仁
資
し
た
。
比
治
体
は
一
八
六
八
午

に
廃
止
せ
ら
れ
、
又
一
八
六
大
年
に
は
犯
罪
人
の
投
貰
場
と
し
て
米
闘
を
利
用
せ
ぎ
る
や
う
各
国
政
府
に
抗
議
し

て
ゐ
る
が
、
本
期
に
於
て
如
何
に
移
民
が
歌
迎
せ
ら
れ
た
か
は
以
上
の
語
法
律
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。
更
に
一
八

大
三
年
に
大
統
領

y
ン
カ
1
ン
が
『
国
官
及
闘
力
の
此
資
源
は
暴
動
(
南
北
戦
争
1
1
1
筆
者
)
勃
後
前
数
年
間
よ
り
色
這

に
豊
富
に
湧
出
し
っ
と
の
る
色
、
向
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
、
特
に
農
業
・
鏑
業
(
織
・
石
炭
・
貴
金
扇
)
に
於
て
は
勢
働
者

の
棋
乏
が
甚
し
い
。
崎
労
働
の
需
要
斯
の
如
く
増
加
せ
る
に
色
拘
ら
子
、
他
邦
に
於
で
は
職
を
失
へ
る
数
高
の
人
聞

が
我
領
事
館
に
押
寄
せ
、
必
要
な
然
し
極
め
て
低
廉
な
る
援
助
さ
へ
あ
る
な
ら
ば
米
国
に
移
住
せ
ん
こ
と
を
訴
へ

て
ゐ
る
』
と
い
へ
る
如
く
、
移
民
持
働
力
の
増
加
は
各
種
産
業
の
脅
し
く
希
望
す
る
所
で
あ
っ
て
、
特
に
ヲ
イ
ス

コ
ン
シ
ン
其
他
の
西
部
諸
州
は
移
民
局
を
設
け
て
積
極
的
に
移
民
誘
致
策
を
講
じ
た
。

二
、
工
業
時
代
の
移
民

(
イ
)
工
業
の
設
展
と
移
民

前
述
の
如
く
合
衆
闘
の
工
業
は
南
北
戦
守
以
後
隆
盛
に
赴
き
、

一
八
八

0
年
代

Warne; ibid. p. 83 
Bogart. E. L目 ECllnomicHistoryυf the U. S. p. 474 
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に
入
っ
て
農
業
を
凌
駕
し
工
業
時
代
を
出
現
し
た
。
そ
の
基
礎
は
勿
論
豊
富
な
る
盛
・
石
炭
に
あ
る
。
而
て
之
を

刺
激
せ
る
も
の
は
第
一
に
、
棉
花
栽
培
地
と
し
て
又
穀
物
農
地
と
し
て
夫
々
後
展
せ
る
南
部
及
西
部
炉
、
工
業
製

品
を
東
部
に
需
め
た
事
之
れ
で
あ
っ
て
、
所
謂

E
音
旨
E
R
n
E
C
E
-
-
5
が
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
ゐ
る
。
第
二

は
高
卒
の
保
護
闘
税
で
あ
る
。
南
北
戦
争
は
閥
耽
を
環
る
南
部
棉
花
栽
培
地
と
北
部
工
業
地
土
の
抗
争
と
も
見
る

を
得
べ
〈
、
勝
利
を
得
に
北
部
は
政
府
宇
佐
動
か
し
て
恋
に
闘
税
営
引
上
げ
、
米
回
診
し
て
世
界
有
数
の
高
率
闘
税

園
た
ら
し
め
た
。
第
三
は
豊
富
な
る
勢
働
力
の
供
給
で
あ
る
。
此
事
は
都
市
人
口
の
占
か
る
割
合
及
業
趨
勢
仁
よ

っ
て
略
々
窺
ふ
事
が
出
来
る
。
即
ら
左
の
加
〈
で
あ
っ
て
、
最
初
の
二
地
方
ほ
特
に
工
業
地
'
と
し
て
重
き
を
な
ぜ

7
J
t
o
り
戸
じ
わ
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千
五

さ
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フ

盲ソ

ク
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備
考

'
l
人
口
二
千
五
百
人
以
上
を
有
ナ
る
も
の
を
都
市
と
す
。

此
勢
働
力
は
勿
論
人
口
の
自
然
増
加
そ
の
他
に
負
ふ
所
が
少
く
な
い
が
、
左
表
に
見
ら
る
る
が
如
く
、

一
八
八

ア
メ
リ
カ
経
済
白
目
安
達
と
移
民
の
消
長

第
三
十
二
血
管

五:

四

第

披

一O
九

資料 Dep'Ttmentof Commerce; Statist.ica.l Abstract of the U. S. No. 39・
p. 51. No. 47・p・39・
Warne j ibid. p. 122. 24) 



ア
メ
日
力
経
湾
白
後
達
、
と
移
民
の
消
長

第
三
十
二
巻

五
回
同

第

披

Q 

。
年
を
墳
と
し
て
再
び
移
民
の
東
部
ド
増
加
す
る
の
傾
向
あ
る
は
、
移
民
勢
働
力
の
供
給
色
亦
蔑
鵡
す
べ
か
ら
ざ

る
志
の
な
る
事
全
示
す
で
あ
ら
う
。

外
園
生
れ
総
人
口

ι

、、コ戸
r

/
ノ
亡

S千
人

六、六八()

』
、

z
E

ノ
=
き " さき

北
大
西
洋
地
方
諸
州

二、八一一五

阜、、、工、

三

ノ

ノ

ノ

北
中
部
地
方
誇
州

ニ
、
九
一
七

回、口六コ

九
ロ
ロ

一口部.一一首一
回
.
主
ハ

一八、一一九雪山
九一{〕

、
二fi.

;語、:

本
期
に
於
け
る
此
等
の
移
民
は
主
と
し
て
伊
太
利
・
塊
旬
国
・
露
両
亜
等
よ

h
来
航
せ
る
所
淵
新
移
民
で
あ
っ
一
L

耐
色
奮
移
民
同
様
大
部
分
農
民
よ
り
成
る
こ
と
は
院
に
遁
べ
た
。
農
民
に
し
て
よ
く
工
業
融
労
働
者
ー
と
な
り
得
た
事

情
は
、
第
一
米
国
に
於
て
所
謂
遁
境
が
消
滅
し
(
巾

E
C『
吉
三
百
)
、
新
移
民
は
来
航
の
目
的
た
る
土
地
獲
得
の
僻

地
を
奥
へ
ら
れ
な
か
っ
た
事
之
れ
で
あ
る
。
彼
等
が
農
民
E
Y

」
帯
せ
ら
る
る
色
純
粋
の
色
の
に
非
や
し
て
竿
農
竿
工

の
民
で
あ
っ
た
事
は
其
二
で
あ
る
。
之
は
新
移
民
の
大
部
分
に
就
て
営
依
る
の
で
あ
っ
て
、
移
民
の
職
業
別
統
計

に
一
不
さ
る
る
よ
り
も
蓮
か
に
多
〈
の
工
業
者
分
子
が
合
ま
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
米
国
の
工
業
が
大
規
模

鰹
管
の
下
に
高
度
の
分
業
を
桁
へ
る
事
で
あ
る
。
園
初
以
来
勢
働
力
の
不
足
は
各
種
産
業
の
大
規
模
経
緯
ロ
を
促
進

し
、
提
は
る
べ
き
中
世
的
侍
統
少
き
事
は
分
業
を
容
易
な
ら
し
め
た
が
、
工
業
に
於
て
も
之
に
洩
れ
守
、
言
語
風

習
を
異
に
す
る
新
移
民
も
直
ち
に
之
に
参
加
し
得
た
の
で
あ
る
。

更
に
前
期
に
倣
っ
て
本
期
移
民
の
年
齢
別
・
性
別
を
掲
げ
以
て
勢
働
力
供
給
者
と
し
て
如
何
に
重
要
性
を
有
せ

し
ゃ
を
示
き
う
。

羽
-
-
a
A
a

占、

p

-
ョ，

-省、一、
d
〉

匹

J
h
λ

亡

• 
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前
期
に
於
ー
も
慨
に
静
ま
し
か
ら
F
る
分
子
の
入
闘
を
禁
止
す
る
が

如
き
態
度
の
見
え
し
一
帯
は
前
鵡
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
期
に
入
っ
て
改
そ
れ
が
一
一
一
一
一
の
法
律
と
な
っ

τ
現
は
れ

た
o

郎
一
入
入
二
年
の
移
民
法
は
、
上
陸
地
に
於
け
る
移
民
取
扱
費
用
に
充
つ
る
目
的
を
以
て
一
人
営
り
五
十
セ

ン
ト
の
頭
別
税
を
課
し
以
て
移
民
を
制
限
せ
ん
と
し
、
且
つ
刑
事
被
告
人
・
風
顕
白
痴
其
他
米
国
の
負
曜
と
な
る

べ
き
者
の
入
国
を
禁
じ
た
。
其
後
一
八
九
一
・
一
九
O
三
・
一
九
O
七
・
一
九
一

O
各
年
の
移
民
法
に
よ
っ
て
、
或

は
頭
別
粧
が
四
弗
に
ま
で
引
上
げ
ら
れ
、
或
は
入
国
禁
止
者
の
種
類
は
'
次
第
に
撰
張
せ
ら
れ
て
多
妻
所
有
者
・
天

刑
病
者
・
生
計
を
立
つ
る
能
力
な
き
者
・
性
業
婦
等
に
及
ん
だ
。
そ
の
他
大
統
領
の
グ
ェ
ト

1
に
逢
つ
七
が
.
請
書

き
検
査

F
E
門n
E
C、
E
門
)
に
よ
っ
て
移
民
を
制
限
せ
ん
、
と
す
る
法
律
が
一
八
九
六
二
九
一

O
年
の
二
回
に
一
旦
っ
て

議
舎
を
通
過
し
て
居
る
。
米
国
に
斯
の
如
き
態
度
の
著
し
く
な
っ
た
所
以
は
、
風
俗
・
言
語
・
宗
散
を
異
に
す
る
新

移
民
が
増
加
し
て
移
民
の
同
化
が
困
難
と
な
っ
た
事
に
も
存
す
る
が
、
移
民
勢
働
者
の
賃
銀
が
概
し
て
低
廉
な
る

第
め
米
園
持
働
者
の
賃
銀
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
活
程
度
を
低
下
せ
し
な
る
の
傾
向
あ
り
し
こ
と
も
敷
へ
ね
ば
な

ア
メ
リ
カ
経
清
白
安
達
と
移
民
の
消
長

第
三
十
二
巻

五
四
五

第

披

N ational Industrial Confemace Board; ibid伽 p.58.日
Jenl日 andLaucl呈 ibid.p. 375 伍
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ら
ぬ
。
買
に
以
上
の
制
限
的
移
民
法
の
通
過
は
多
〈
勢
働
組
合
の
要
求
に
基
〈
と
も
帯
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ぷ
而
て
こ

の
勢
働
組
合
の
意
志
が
資
本
家
に
も
受
入
れ
ら
れ
た
所
以
は
、
技
術
の
高
級
化
に
伶
ふ
能
率
高
き
米
岡
崎
労
働
者
の

・
次
第
に
有
利
と
な
っ
て
来
た
事
に
存
す
る
の
で
あ
ら
う
。

以
上
の
如
き
種
々
の
理
由
か
ら
移
民
に
劃
し
て
制
限
的
態
度
の
執
ら
る
》
に
至
り
し
事
は
、
持
働
力
の
需
要
亦

昔
日
の
如
〈
な
ら
ざ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
色
成
法
と
な
っ
て
現
は
れ
し
色
の
は
向
ほ
米
国
の
負
憶
と
な
る
べ

き
種
類
の
移
民
営
禁
止
す
る
に
止
ま
り
し
事
は
、
米
同
の
産
業
が
引
寝
き
移
民
の
州
労
働
力
を
需
要
せ
し
事
を
物
語

ア
メ
リ
カ
経
済
の
費
達
と
移
民
の
消
長

第
三
十
二
巻

第

君主

五
四
六

る
も
の
で
ふ
の
ら
う
ο

回
、
鈴

論

以
上
、
欧
洲
諸
凶

E
米
国
と
の
経
済
肢
態
の
比
肢
を
中
心
と
し
て
、
世
界
大
職
前
約
一
世
紀
に
一
日
一
る
米
闘
移
民

の
消
長
を
概
観
し
た
。
考
察
の
便
宜
上
米
国
産
業
の
愛
達
を
二
期
に
分
っ
て
遁
べ
だ
が
、
要
す
る
に
、
農
業
時
代

と
い
ひ
工
業
時
代
と
い
ひ
、
合
衆
国
は
ま
さ
に
産
業
後
展
の
途
上
に
あ
り
、
そ
の
斉
し
〈
叫
労
働
力
を
渇
望
せ
し
ゃ

上
越
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
、
き
れ
ば
雨
時
代
の
交
替
期
に
営
っ
て
移
民
の
性
質
も
著
し
く
盤
じ
た

の
で
あ
る
が
、
新
移
民
は
言
語
・
風
習
の
異
る
故
を
以
て
直
ち
に
排
斥
の
的
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

然
乍
ら
工
業
時
代
に
入
っ
て
徐
々
に
移
民
を
制
限
せ
ん
と
す
る
が
如
き
気
運
の
動
い
て
来
た
事
は
、
勢
働
力
が

究
第
に
飽
和
蹴
態
に
向
ひ
っ
〉
あ
り
し
事
を
物
語
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
3

此
底
に
於
て
新
葎
移
民
の
別

が
意
味
を
持
つ
事
と
な
っ
た
。
新
移
民
は
概
し
て
渡
り
鳥
式
で
、
米
国
に
永
住
す
る
畳
悟
で
渡
来
す
る
者
が
少

く
、
且
葉
の
素
質
は
悪
く
、
安
い
労
銀
低
い
生
活
標
準
を
以
て
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
年
々
多
数
の
者
が

入
幽
す
る
こ
と
は
、
米
同
勢
働
者
の
勢
銀
と
其
の
生
活
標
準
と
の
向
上
に
頗
る
不
利
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
で
あ
ら

Bogart; E. L.; Economic History of the American People. p. 605・28) 



ぅ
。
政
治
的
に
観
察
し
て
色
同
様
で
あ
っ
て
.
彼
等
の
聞
に
民
主
主
義
と
か
共
和
政
治
と
か
の
何
に
る
か
を
理
解

し
得
る
者
は
甚
だ
稀
で
あ
る
。
斯
る
劣
等
移
民
を
無
制
限
に
入
幽
せ
し
な
る
と
き
は
、
彼
等
を
米
幽
に
同
化
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
、
政
治
上
に
由
々
し
き
結
果
を
生
守
る
で
あ
ら
う
。
従
で
欧
州
移
民
を
米
固
化
し
て
、
米

国
人
と
い
ふ
揮
然
た
る
一
国
民
を
作
る
に
は
、
移
院
内
を
入
幽
の
際
戯
重
に
蓮
持
し
て
、
望
ま
し
か
ら
ぬ
移
民
は
ぎ

し
/
¥
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。

先
づ
一
九
一
七
年
の
移
民
誌
が
そ
れ
で
め
っ
て
、
一
八
八
二
年
以
来
の
諸
桔
律
に
掲
げ
ら
れ
た
あ
入
国
無
資
格

者
の
範
固
を
撰
大
せ
る
の
み
な
ら
や
、
有
資
格
者
に
も
懸
案
の
』
一
E
R
Vよ
町
民
ぞ
課
す
る
事
2
な
り
、
一
見
に
顕
別

税
を
八
弗
に
上
げ
て
録
上
の
目
的
を
到
達
せ
ん
と
し
た
。
大
戦
終
了
後
こ
の
態
度
は
益
々
期
著
と
な
り
、
一
九
二

一
年
五
月
に
は
歩
合
制
限
法

(
P
R
G
E
E
-出
口
E
芹

〉

♀

所

謂

心

5
2
「
ミ
)
が
制
定
せ
ら
れ
に
、
之
は
一
九
一

O
年
の
幽
勢
調
査
に
事
(
在
米
各
凶
人
の
人
口
の
一
ニ
子
1
セ
ン
ト
を
引
一
九
一
二
年
七
月
よ
り
繁
年
六
月
迄
の
、

該
凪
人
の
入
幽
戴
最
大
限
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
面
に
於
て
大
戦
後
の
重
税
及
生
活
難
を
見
れ
ん
が
矯
め
に
氾

入
す
べ
き
欧
洲
移
民
の
入
園
、
従
っ
て
生
十
る
賃
却
の
低
下
失
業
者
の
増
加
を
初
止
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
他
面
に
は
新
移
民
の
排
尽
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
，
o

此
移
民
法
は
二
ヶ
牛
延
長
せ
ら
れ
た
。
米
国
人
口
の
自
然
増
加
も
甚
だ
少
か
っ
た
。
に
も
拘
ら
や
工
業
勢
働
力

は
容
易
に
充
た
さ
れ
た
。
之
は
粧
梼
界
が
戦
後
の
不
況
の
影
響
守
受
け
た
事
に
色
よ
る
が
、
原
始
産
業
殊
に
農
業

に
於
げ
る
技
術
進
歩
の
た
め
勢
働
力
に
過
剰
を
生
ぜ
し
に
も
よ

ro
か
く
て
愈
E
米
国
の
勢
働
力
は
凋
和
せ
し
潟

め
、
一
九
二
四
年
に
は
一
九
二
一
年
の
暫
定
的
移
民
法
に
代
ふ
る
に
恒
久
的
な
現
行
移
民
法
を
以
て
い
、
移
民
は

盆
々
制
限
せ
ら
れ
、
殊
に
新
移
民
の
排
斥
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
c

米
幽
市
民
と
な
る
こ
と
を
得
、
さ
る
外
圃
人
に
聾

す
る
入
国
禁
止
規
定
の
設
け
ら
れ
た
の
も
此
の
法
律
で
あ
る
。

ア
メ

2
カ
経
済
白
賛
達
と
移
民
白
一
消
長

第
三
十
二
巻

五
四
七

第

貌

一一
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